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主任研究者： 

大阪大学大学院医学系研究科 消化器内科学 教授 竹原徹郎 

 
研究目的・方法： 

C 型肝炎ウイルスの持続感染により、慢性肝炎から肝硬変、肝細胞癌といった致命的

な病態に進展しますが、インターフェロンを用いた抗ウイルス療法による C 型肝炎ウ

イルス排除によって肝細胞癌の発症が低下します。しかし、C 型肝炎ウイルス排除後

に肝細胞癌を発症する症例や、また、ウイルス排除後に肝疾患が進展する症例が少なか

らず存在します。そのような、C 型肝炎ウイルス排除後に肝疾患が進展する症例の特

徴を明らかにする必要があります。近年、HCV 複製を選択的に阻害する HCV 選択的

抗ウイルス剤（direct acting anti-virals: DAAs）の登場により、ウイルス排除率は著

明に改善しました。しかし、DAA によるウイルス排除後症例には肝細胞癌の高リスク

群である高齢者や肝線維化進展例が多く含まれており、それらの症例における予後を

検討していく必要があります。本研究では、抗ウイルス療法を行った C 型慢性肝疾患

患者を対象とし、肝細胞癌の発生や肝線維化進展を含む予後に関連する因子を明らか

にすることを目的として、同療法が施行された患者群の予後を検討します。 
対象： 

大阪大学を含む共同研究機関において、2014 年 7 月 1 日以降に抗ウイルス療法が開

始された、あるいは 2014 年 7 月 1 日以降に下記のいずれかの研究に登録された C 型

慢性肝疾患の方 
 C 型慢性時間疾患に対するシメプレビル・ペグインターフェロン・リバビリン

療法の治療効果ならびに安全性についての検討 
 Genotype1 型 C 型慢性肝疾患に対するダクラタスビル・アスナプレビル療法

の治療効果ならびに安全性についての検討 
 Genotype2 型 C 型慢性肝疾患に対するソホスブビル・リバビリン療法の治療

効果ならびに安全性についての検討 
 Genotype1 型 C 型慢性肝疾患に対するレジパスビル・ソホスブビル療法の治

療効果ならびに安全性についての検討 
 Genotype1 型 C 型慢性肝疾患に対するパリタプレビル・オムビタスビル療法

の治療効果ならびに安全性についての検討 
 Genotype1 型 C 型慢性肝疾患に対するエルバスビル・グラゾプレビル併用療

法の治療効果ならびに安全性についての検討 
 C 型慢性肝疾患に対するインターフェロン・フリー治療の治療効果ならびに安

全性についての検討 
 C 型慢性肝炎患者に対する抗ウイルス療法における宿主遺伝子多型の関与の

研究 
 
研究に用いる試料・情報の種類： 

診療情報：年齢、性別、病歴、抗ウイルス治療前後の血液検査結果、画像検査結果、

予後・転帰等 



利用する者の範囲： 
大阪大学消化器内科および共同研究機関において、大阪大学医学部附属病院および各

共同研究機関のデータを利用、解析します。 
情報の管理について責任を有する者の氏名または名称： 

大阪大学消化器内科学 疋田 隼人 

プライバシーの保護： 
プライバシー確保のため、患者さんが特定できないようにデータを処理した上で研究

解析を行います。また、研究結果を公表する際には、患者さん個人が特定されることは

ありません。 

研究の資金源と利益相反： 
本研究は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構委託研究開発費を使用して実施さ

れます。研究を行うときにその研究を行う組織あるいは個人（以下「研究者」という。）

が特定の企業から研究費・資金などの提供を受けていると、その企業に有利となるよう

に研究者が研究結果を改ざんあるいは解釈したり、また都合の悪い研究結果を無視す

るのではないかという疑いが生じます。（こうした状態を「利益相反」といいます。）    
我々の講座は C 型肝炎ウイルス排除治療薬の製造販売会社であるギリアド・サイエン

シズ株式会社から受託研究費および奨学寄附金、アッヴィ合同会社、MSD 株式会社か

ら、奨学寄附金を受けています。 
この研究における利益相反は、大阪大学大学院医学系研究科・医学部臨床研究利益相反

審査委員会による審査を受け、承認を得ています。我々はその審査結果に基づき、利益

相反を適正に管理して研究を行います。 

 
本研究に関する問い合わせ先： 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
大阪大学消化器内科学 疋田 隼人 
電話番号:大阪大学消化器内科学（06-6879-3621） 
 
当院の連絡先： 
市立吹田市民病院消化器内科 吉田 雄一 
電話番号:06-6387-3311 (代表) 

 


